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「降雪の深さ」の品質管理の改善について 

 

 

積雪計を設置している観測所では、積雪の深さを自動で毎時観測して

います。このとき、ある時刻の降雪の深さの観測値は、その時刻の積雪

の深さの観測値と、１時間前の積雪の深さの観測値との差（１時間積雪

差）としています。 

一方で、積雪の深さの観測値は、雪面の状態や気象条件、積雪計の性

能により測定結果に数cmの変動が生じることがあります。このため、

雪が降っていなくても、積雪の深さが増えて降雪の深さが1cm以上にな

る場合があります。 

気温や湿度などから明らかに雪が降っていない気象状況と判断でき

る場合は、後日職員が積雪の深さを修正し、降雪の深さが0cmとなるよ

う修正を行ってきましたが、平成30年11月27日からは降雪の深さの

観測値を即時的に自動で0cmにするよう品質管理処理を改善しました。 

この改善により、雪が降っていない状況では、1時間積雪差と降雪の

深さの観測値が一致しない場合もありますので、データの利用時にご留

意ください。 

 

 

 

[本件問い合わせ先] 

気象庁観測部観測課 調査官 

 03-3212-8341（内線4139） 

 

 


